
きょうくニュース

第４１７号

2021 年 2 月 21 日

日本聖公会東京教区

港区芝公園   3-6-18

編　 集　 広 報 委 員 会

委員長　渡 辺 康 弘

WEB:http://nskk.org/tokyo/index.html　E-MAIL:comm.tko@nskk.org　Phone:03-3433-0987　Fax:03-3433-8678  

東 京 教 区 時 報

　
今週・来週の予定

２月２１日～３月６日

２１（日）	 大斎節第１主日

	 モニカ会

２２（月）	 信仰と生活委員会（Web）

２５（木）	 人権委員会（Web）

２８（日）	 大斎節第 2 主日

◇
２
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
東
京
教
区
神
学
生
の
た
め
（
21

日
）
▽
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
の

た
め
（
28
日
）
▽
「
佐
賀
聖
ル
カ

教
会
」
伝
道
所
の
働
き
の
た
め
▽

全
生
園
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
聖
エ
リ
ザ

ベ
ツ
礼
拝
堂
の
た
め 

◇
常
置
委
員
会
報
告（
２
月
16
日
）

zoom
に
よ
るW

eb

会
議

　

冒
頭
、
奥
山 

尚
財
政
委
員
長

よ
り
、
２
０
２
０
年
度
決
算
報
告

書
、
２
０
２
１
年
度
４
月
人
事
に

よ
る
変
更
分
担
金
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
内
容
を
確
認
の
上
、
そ

れ
ぞ
れ
受
理
し
た
。

主
教
報
告

・
主
教
会
が
２
月
８
日
（
月
）
～

10
日
（
水
）
前
橋
聖
マ
ッ
テ
ア
教

会
に
て
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
会
期

中
に
は
、リ
ー
か
あ
さ
ま
記
念
館
・

草
津
重
監
房
資
料
館
に
て
人
権
研

修
が
行
わ
れ
た
。

・
宣
教
協
議
会
は
２
０
２
２
年
11

月
４
日
（
金
）
～
７
日
（
月
）
清

里
清
泉
寮
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定

１

・
日
本
聖
公
会
新
任
人
権
研
修
会

が
５
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

横
浜
山
手
聖
公
会
に
て
行
わ
れ

る
。
中
村
真
希
、
藤
田
誠
、
藤
田

美
土
里
の
３
聖
職
候
補
生
が
対
象

者
と
し
て
参
加
予
定

・
日
本
聖
公
会
第
66
（
臨
時
）
総

会
が
３
月
６
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
る
。
主
な
議
題
は
「
北
関
東
教

区
伝
道
教
区
承
認
」
と
、
宣
教
協

働
区
設
置
に
伴
う
「
法
規
改
正
」

に
関
し
て
。

総
主
事
報
告

・
第
１
３
８
（
定
期
）
教
区
会
、

２
０
２
１
年
３
月
・
４
月
人
事
異

動
に
関
す
る
公
示
を
発
布
し
た
。

・
第
１
３
８
（
定
期
）
教
区
会
書

記
任
命
書
（
下
条
知
加
子
執
事
、

菅
原
裕
治
司
祭
、
荻
原
充
聖
職

候
補
生
、
藤
田
誠
聖
職
候
補
生
）、

出
張
命
令
書
（
笹
森
田
鶴
司
祭
２

月
18
日
～
３
月
７
日
小
笠
原
出

張
）、
解
任
書
（
聖
職
試
験
委
員

長
、
小
平
墓
地
委
員
長
：
井
口
諭

司
祭
）、
任
命
書
（
小
平
墓
地
委

員
長
：
倉
澤
一
太
郎
司
祭
、
聖
職

試
験
委
員
長
：
菅
原
裕
治
司
祭
）

を
発
行

・
信
徒
奉
事
者
推
薦
書
：
現
在
、

約
70
名
分
受
信
、
集
計
中

・
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
と
の
協
議
が

１
月
19
日
、
２
月
23
日
に
行
わ
れ

る
。「
合
併
」
に
向
け
準
備
中

危
機
対
応
・
総
務
デ
ス
ク
報
告

・
都
へ
提
出
の
諸
書
類
、
法
人
規
則

に
よ
る
諸
書
類
を
準
備
・
整
備
中

・
公
告
に
つ
い
て
、
イ
ン
マ
ヌ
エ

ル
新
生
教
会
の
建
物
取
り
壊
し
に

関
す
る
公
告
は
２
０
２
０
年
７
月

１
日
か
ら
、
池
袋
聖
公
会
伝
道
所

の
土
地
建
物
に
関
す
る
公
告
は

２
０
２
０
年
10
月
27
日
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
13
日
間
、
教
区
事
務
所
の

掲
示
板
に
掲
示
す
る
形
で
行
っ
た

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も

公
告
確
認
書
の
署
名
は
未
了
。
ま

た
主
教
会
議
長
の
承
認
に
つ
い
て

は
手
続
き
中
と
の
こ
と
。
ま
た
イ

ン
マ
ヌ
エ
ル
新
生
教
会
の
建
物
取

り
壊
し
に
関
す
る
滅
失
登
記
は
完

了
し
た
。

教
務
主
事
報
告

・
１
３
６（
定
期
）及
び
１
３
７（
定

期
）
教
区
会
の
議
事
録
の
整
備
、

決
議
録
の
印
刷
、送
付
に
つ
い
て
。

・
１
３
８
（
定
期
）
教
区
会
の
準

備
進
捗
に
つ
い
て
。

財
務
主
事
報
告

・
２
０
２
０
年
度
の
教
区
会
計
監

査
を
２
月
12
日
に
実
施
し
た
。

宣
教
主
事
報
告

・
各
委
員
会
の
開
催
状
況
及
び
協

議
内
容
に
つ
い
て
の
報
告

・「
み
言
葉
と
歩
む
大
斎
節
」発
行
、

協
力
感
謝

・
主
教
直
轄
の
「
教
育
に
か
か
わ

る
こ
と
の
検
討
チ
ー
ム
」
の
設
置

検
討



２

・
教
区
お
知
ら
せLIN

E

を
開
設

主
教
座
聖
堂
主
任
司
祭
報
告

・
主
教
座
聖
堂
理
事
会
を
１
月
15

日
に
開
催
し
た
。

・
主
教
座
聖
堂
活
動
委
員
会
を
２

月
22
日
に
開
催
予
定

・
聖
職
按
手
式
に
つ
い
て
は
、

公
祷
休
止
が
解
か
れ
る
ま
で
は

延
期

常
置
委
員
長
報
告

・
東
日
本
宣
教
協
働
区
第
１
回
協

働
委
員
会
（
２
月
１
日
開
催
）
に

参
加
し
た
。
区
内
の
協
働
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、
人
材
と
財
政
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
が
持
っ
て
い
る

資
源
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
ま
ず
は
、
北
海
道
と
東
北
、

北
関
東
と
東
京
の
２
分
科
会
で
の

協
議
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
。
懸

念
と
し
て
は
、
各
教
区
の
主
体
性

と
宣
教
協
働
区
と
の
関
係
、
各
教

区
の
文
化
や
歴
史
な
ど
を
ど
の

よ
う
に
共
有
し
具
現
化
で
き
る
の

か
、
各
教
区
内
の
意
識
づ
け
や
信

徒
へ
の
周
知
と
い
う
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
つ
い
て
。
ま
た

相
談
員
と
の
契
約
内
容
の
一
部
変

更
及
び
現
在
の
相
談
員
と
の
契
約

更
改
に
つ
い
て
了
承

・
福
永 

澄
聖
職
候
補
生
志
願
者

に
関
す
る
聖
職
候
補
生
認
可
申

請
書
等
を
受
領
し
た
。
次
回
面

接
を
行
う
。

・
２
０
２
１
年
人
事
に
つ
い
て
。

◆
と
こ
し
え
の
平
安

２
月
５
日　

内
田
登
喜
子
（
89
）

聖
テ
モ
テ

２
月
15
日　

山
口
冨
美
惠
（
98
）

真
光

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
た
め
・
医
療
看
護
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
】

　

世
の
救
い
主
よ
、
主
は
十
字
架

の
苦
し
み
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち

を
贖
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
か
、
わ

た
し
た
ち
、
こ
と
に
こ
の
度
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
苦

し
み
、
不
安
の
内
に
あ
る
人
々
を

救
い
、
癒
し
の
み
手
を
差
し
伸
べ

参
考
：
協
働
委
員
会
の
役
割
に
つ

い
て
（
日
本
聖
公
会
第
65
（
定
期
）

総
会
決
議
よ
り
抜
粋
）

「
宣
教
協
働
区
に
協
働
委
員
会
を

設
け
、
区
内
の
運
営
、
宣
教
・

牧
会
な
ど
に
つ
い
て
協
働
を
推

進
し
、
ま
た
教
区
再
編
に
つ
い

て
検
討
す
る
。」「
宣
教
協
働
区

内
の
教
区
が
伝
道
教
区
に
な
っ

た
場
合
、
協
働
委
員
会
は
伝
道

教
区
の
運
営
、
宣
教
・
牧
会
な

ど
に
つ
い
て
宣
教
協
働
区
内
の

協
働
を
推
進
す
る
。
／
協
働
委

員
会
は
、
５
年
を
期
限
と
し
て

教
区
再
編
あ
る
い
は
教
区
新
設

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。」

協
議
事
項

・「
預
か
り
金
」
と
な
っ
て
い
る

遺
贈
献
金
の
処
理
に
つ
い
て
。

・「
長
期
未
収
金
」
の
処
理
に
つ

い
て
。

・
今
後
の
遺
贈
献
金
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

す
る
こ
と
を
確
認

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
る
フ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
と
看

護
に
携
わ
る
人
び
と
の
働
き
を
助

け
導
き
、
み
力
を
も
っ
て
そ
の
人

び
と
を
守
り
、
励
ま
し
て
く
だ
さ

い
。主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ

て
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ア
ー
メ
ン

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

た
め
】

　

永
遠
に
い
ま
す
全
能
の
神
よ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
っ
て
尊
い
命
を
失
っ
た
方
々
の

魂
を
す
べ
て
の
重
荷
か
ら
解
放

し
、
主
の
聖
徒
と
と
も
に
永
遠
の

み
国
で
安
ら
か
に
憩
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
悲
し
み
の
中
に
あ

る
方
々
に
主
の
慰
め
が
与
え
ら
れ

ま
す
よ
う
に
、
命
の
贖
い
主
で
あ

ら
れ
る
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

ア
ー
メ
ン

　

主
よ
、
世
を
去
っ
た
人
び
と
の

魂
が
、
主
の
憐
れ
み
に
よ
っ
て
安

ら
か
に
憩
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
に

ア
ー
メ
ン

【
教
区
事
務
所
開
所
時
間
に
つ
い
て
】

開
所
日
：
月
曜
・
水
曜
・
金
曜

                        （
休
日
を
除
く
）

開
所
時
間
：
午
前
10
時
半
～
12
時
半

 

午
後
13
時
半
～
15
時
半

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
教
区
事
務
所

教区お知らせ LINE

東京教区からのお知らせをタイム

リーにお届けします。

左の QR コードよりご登録くださ

い。※受信のみで返信はできません。

［開 設］



３

【
主
教
教
書
】 

20

大
斎
節
を
迎
え
て

２
０
２
１
年
２
月
18
日

東
京
教
区
主
教

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

髙
橋 
宏
幸

12
月
27
日
（
降
誕
後
第
一
主
日
）

以
降
、
殊
に
東
京
都
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
更
な
る
深
刻
化

を
鑑
み
、
当
初
か
ら
の
二
本
柱
で

あ
る「
い
の
ち
を
守
り
合
う
こ
と
」

「
教
会
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す

こ
と
」
を
重
ん
じ
、
東
京
教
区
に

お
け
る
礼
拝
・
公
祷
（
会
衆
参
加

の
礼
拝
・
公
祷
）
の
休
止
を
し
て

お
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
下
で

も
あ
り
ま
す
が
、
既
に
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
よ
う
に
、
東
京
都
の
医

療
提
供
体
制
警
戒
レ
ベ
ル
が「
３
」

に
な
る
な
ど
を
目
安
に
、
礼
拝
・

公
祷
（
会
衆
参
加
の
礼
拝
・
公
祷
）

の
再
開
の
時
期
を
改
め
て
ご
連
絡

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
、「
大
斎
節
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
依
然
と
し
て
、
多
く
の

制
限
や
制
約
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
大
斎
節
の
大
事
な
テ
ー
マ

で
あ
る
「
信
仰
の
原
点
へ
の
立
ち

返
り
」
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
そ

の
過
ご
し
方
に
は
重
要
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

イ
エ
ス
様
は
荒
れ
野
に
行
か
れ
、

四
十
日
間
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
が

福
音
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
「
神
様
の
霊
に
よ
っ
て
」

の
こ
と
、
神
様
に
従
わ
れ
た
ゆ
え

の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
イ
エ
ス

様
は
、
黙
想
と
祈
り
の
中
で
徹
底

し
て
神
様
と
向
き
合
い
、
語
り
、

聴
か
れ
、問
わ
れ
た
は
ず
で
す
が
、

悪
魔
の
誘
惑
を
打
ち
破
ら
れ
た
だ

け
で
は
な
く
、
神
様
の
思
い
を
ご

自
分
の
思
い
と
さ
れ
る
と
い
う
決

断
、
決
心
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
世
界
中
は
、「
荒
れ
野
」
の

中
に
い
る
状
況
と
も
言
え
ま
し
ょ

う
。
社
会
に
は
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
を
指
し
て
「
神
の
審
き
で
あ

る
」「
神
は
見
捨
て
た
」
等
々
の

声
も
決
し
て
皆
無
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
様
に
於
い

て
荒
れ
野
は
、
決
し
て
神
様
か
ら

見
放
さ
れ
、
見
捨
て
ら
れ
た
場
所

で
も
、
神
様
の
手
の
及
ば
な
い
場

所
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
、
私
た
ち
は
荒
れ
野
の
中
の
よ

う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
大
斎

節
に
は
徹
底
し
て
神
様
と
向
き
合

い
、
神
様
に
聴
く
、
そ
し
て
、
神

様
の
御
心
と
働
き
が
一
層
為
さ
れ

る
場
所
と
し
て
の
自
覚
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
私

た
ち
が
、
そ
の
中
で
ど
う
生
活
す

る
か
が
、
例
年
以
上
に
問
わ
れ
て

い
る
は
ず
で
す
。
キ
リ
ス
ト
の
教

会
で
あ
る
一
人
一
人
に
は
、
荒
れ

野
の
中
か
ら
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
荒
れ
野
の
中
で
だ
か
ら
こ

そ
深
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

信
仰
生
活
の
あ
り
方
が
与
え
ら
れ

て
い
る
は
ず
で
す
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
神
様
か
ら

の
お
召
し
を
戴
い
て
い
る
私
た
ち

は
、
自
分
を
で
は
な
く
神
様
を
語

り
、
神
様
の
ご
用
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
危
機
の
中

に
あ
れ
ば
こ
そ
改
め
て
思
い
起
こ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
制
限
、
制

約
、
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
い
る
中

で
失
う
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

荒
れ
野
の
イ
エ
ス
様
に
思
い
を
寄

せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
改
め
て
得

る
も
の
、
気
付
か
さ
れ
る
も
の
も

多
く
あ
る
は
ず
で
す
。

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
一
層
互
い

に
励
ま
し
支
え
合
う
、
祈
り
合

う
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

イ
エ
ス
様
の
荒
れ
野
で
の
祈
り
と

黙
想
、ご
受
難
、ご
復
活
に
向
か
っ

て
私
た
ち
は
イ
エ
ス
様
と
、
そ
し

て
、
イ
エ
ス
様
も
私
た
ち
と
歩
ん

で
お
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
い
つ
如

何
な
る
時
に
も
喜
び
を
見
出
し
、

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
か
れ
ま

す
よ
う
、
そ
れ
が
ど
れ
程
細
や
か

な
、
小
さ
な
喜
び
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
見
出
し
合
い
、
分
か
ち
合

え
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。そ
れ
は
、

神
様
の
喜
び
、
イ
エ
ス
様
の
喜
び

と
な
り
、
イ
エ
ス
様
を
独
り
荒
れ

野
に
置
き
去
り
に
し
な
い
こ
と
に

も
な
る
か
ら
で
す
。

私
た
ち
は
異
な
っ
た
場
所
で
献
げ

る
祈
り
も
、
そ
れ
は
教
会
共
同
体

の
祈
り
と
な
り
、連
帯
を
形
作
り
、

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
父
な
る

神
様
と
の
交
わ
り
に
重
ね
合
わ
さ

れ
、
聖
な
る
献
げ
も
の
と
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
引
き
続
き
、
主
日

正
午
、
お
昼
時
の
忙
し
い
時
間
で

す
が
一
旦
手
を
止
め
、
心
と
言
葉

を
合
わ
せ
て
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
が
授
け
て
く
だ
さ
っ
た
「
主

の
祈
り
」
を
そ
れ
ぞ
れ
が
居
ら
れ

る
場
所
で
、
捧
げ
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
も
祈
り
ま
す
。

皆
さ
ま
も
ご
一
緒
に
お
祈
り
く
だ

さ
い
。
他
の
方
々
に
も
祈
り
に
加

わ
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
知
ら

せ
と
お
勧
め
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
困
窮
し
て
い
る
方
が
た
、
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多
大
な
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
が
た
が
優
先
さ
れ
、
最
善

の
措
置
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
祈
り

に
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
行
動

に
努
め
た
い
と
願
い
ま
す
。

罹
患
さ
れ
た
方
が
た
の
回
復
、
医

療
現
場
に
於
い
て
命
が
け
で
献

身
、従
事
し
て
お
ら
れ
る
方
が
た
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
社

会
福
祉
施
設
、
高
齢
者
施
設
、
幼

稚
園
、
保
育
園
等
の
お
働
き
と
、

そ
こ
で
献
身
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
が
た
の
お
働
き
、
生
活
上
の

不
安
、
困
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
が
た
へ
の
支
え
、
ご
逝
去

さ
れ
た
方
が
た
の
魂
の
平
安
と
悲

し
み
の
内
に
あ
る
方
が
た
へ
の
慰

め
、
そ
し
て
こ
の
危
機
の
収
束
を

切
に
お
祈
り
致
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
罹
患
さ
れ
た
方
が
た
へ
の

偏
見
や
差
別
に
陥
ら
ぬ
よ
う
併
せ

て
祈
り
ま
す
。

こ
の
度
、
全
教
役
者
の
手
に
よ
る

「
み
言
葉
と
歩
む
大
斎
節
」
を
黙

想
の
手
引
と
し
て
活
用
戴
き
、
ま

た
、
そ
こ
に
付
さ
れ
て
お
り
ま
す

推
薦
図
書
、
映
画
等
も
ご
覧
戴
く

な
ど
し
て
、
大
斎
節
の
霊
の
糧
に

し
て
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
始
め
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
収

束
を
祈
り
合
い
た
く
切
望
し
つ

つ
、
皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
の
、

そ
し
て
世
界
の
平
和
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

荒
れ
野
よ
、
荒
れ
地
よ
、
喜
び
躍

れ 

砂
漠
よ
、
喜
び
、
花
を
咲
か

せ
よ 

野
ば
ら
の
花
を
一
面
に
咲

か
せ
よ
。
花
を
咲
か
せ
大
い
に
喜

ん
で
、
声
を
あ
げ
よ
。
砂
漠
は
レ

バ
ノ
ン
の
栄
光
を
与
え
ら
れ
カ
ル

メ
ル
と
シ
ャ
ロ
ン
の
輝
き
に
飾
ら

れ
る
。
人
々
は
主
の
栄
光
と
我
ら

の
神
の
輝
き
を
見
る
。
弱
っ
た
手

に
力
を
込
め
よ
ろ
め
く
膝
を
強
く

せ
よ
。
心
お
の
の
く
人
々
に
言
え
。

「
雄
々
し
く
あ
れ
、
恐
れ
る
な
。

見
よ
、
あ
な
た
た
ち
の
神
を
。
敵

を
打
ち
、
悪
に
報
い
る
神
が
来
ら

れ
る
。
神
は
来
て
、
あ
な
た
た
ち

を
救
わ
れ
る
。
」　
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